
	 	 	 	 	 令和元年 10月 
 

大	 阪	 市	 医	 学	 会 
	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 会	 長	 大  畑  建  治 

 
 

	 	 	 大阪市医学会第 516回例会を下記のとおり開催致しますの 
	 で、お繰り合せの上御来聴下さるようご案内申し上げます。 
 
 
  

記 
 
 
	 	 	 日	 	 時： 令和元年 11月 21日（木）午後 1時 30分〜（予定） 
  	 	 	 	 	 	 	 	 	   
 
	 	 	 場	 	 所： 大阪市立大学医学部学舎 4Ｆ・大講義室 
	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	  
 
	 	 	 当番教室： 大阪市立大学大学院医学研究科 
   機能細胞形態学 
  	  器官構築形態学 
 
 
 
 
	 【普通演題：注意事項】 
 
	 	  	 ○普通講演の発表は 1題 15分以内 
	 	  	 	 （13分以内が発表で 2分が質疑応答の時間とします） 
	 	  	 	 （講演時間終了 1分前	 ベル 1回、終了時 13分	 ベル 2回鳴ります） 
 	 ○コンピュータは各自で用意して下さい。（スライドは不可）  

	 ○討論は 2分以内、発言者は所属と姓名を告げ、座長の許可を得て下さい。 
 	 ○次演者は所定の席に着席して下さい。 
 
 
	 【学位論文審査会：注意事項】 
 
 	 ○審査時間は１人 25分です。 
 	 	 （10分以内が発表で、約 15分が質疑応答の時間とします）   
 	 	 （発表時間開始 8分後および 10分後にベルが鳴ります）	    

	 ○コンピュータは各自で用意して下さい。   
 	 ○審査開始時刻の 20分前には発表会場の受付にお越し下さい。  
 	 ○次演者は所定の席に着席して下さい。   
	  



 
 

第 516回	 大阪市医学会例会プログラム 
 
○普	 通	 演	 題 
1. In vivo Positive Mutagenicity of 1,4-dioxane and Quantitative Analysis of Its Mutagenicity and 
  Carcinogenicity in Rats 
 1,4-ジオキサンは in vivo 変異原性陽性である: その変異原性及び発がん性の定量解析 
 

 魏	 	 	 民
ぎ 	 	 	 み ん

	   （大学院医学研究科・環境リスク評価学） 
 藤岡	 正喜・梯アンナ・ 
  奥野	 高裕	  	 （大学院医学研究科・分子病理学） 
  増村	 健一  （国立医薬品食品衛生研究所・変異遺伝部） 
  能美	 健彦  （国立医薬品食品衛生研究所・安全性生物試験研究センター） 
  松本	 道治    （日本バイオアッセイ研究センター） 
  大森	 雅子  （化学物質安全性評価研究推進機構） 
  鰐渕	 英機  （大学院医学研究科・分子病理学） 
  福島	 昭治  （化学物質安全性評価研究推進機構） 
 
 
 
 
 
 

学位論文審査会  
 

1.  14時 35分～ 
  Isoflavone Aglycones Attenuate Cigarette Smoke-Induced Emphysema via Suppression of  
 Neutrophilic Inflammation in a COPD Murine Model 
 COPDモデルマウスにおいてイソフラボンが好中球性炎症を抑制することで気腫を抑制する 
 

 	 	  小島
こじま

	 和也
かず や

	 	 	 	    （大学院医学研究科・呼吸器内科学*） 
    【主査：川口 知哉	 副査：吉川 貴仁・植松	  智】 
 
2.  15時 00分～ 
  A Polymorphism rs6726395 in Nrf2 Contributes to the Development of Emphysema-associated Age in 
  Smokers Without COPD. 
 Nrf2遺伝子多型 rs6726395の非 COPD喫煙者における加齢関連気腫進展への影響 
 

 	 	 	  杉谷
すぎたに

	 	 新
あらた

	 	 	 	    （大学院医学研究科・呼吸器内科学*） 
     【主査：川口 知哉	 副査：葭山 	 稔・首藤 太一】 
 
3.  15時 25分～ 
  The Tight Medial and High Convexity Subarachnoid Spaces is the First Finding of Idiopathic Normal 
  Pressure Hydrocephalus at the Preclinical Stage 
 特発性正常圧水頭症の発症前段階において正中部および高位円蓋部くも膜下腔の狭小化が最初に生じ 
 ている 
 

 	 	 	  宮
みや

﨑
ざき

	 晃一
こういち

	 	 	 	     （大学院医学研究科・免疫制御学*） 
     【主査：中嶋 弘一	 副査：大畑 建治・伊藤 義弘】 
 
 
 



 
 

学位論文審査会（11/14開催） 
 
1.  15時 00分～	 市大学舎 12階 セミナー室 
  Decrease in Number of Mast Cells in Resected Nasal Polyps as an Indicator for Postoperative  
 Recurrence of Chronic Rhinosinusitis 
 慢性副鼻腔炎患者の鼻茸組織中の肥満細胞数と術後再発との関連性 
 

 	 	  寺西
てらにし

	 裕一
ゆういち

  （大学院医学研究科・耳鼻咽喉病態学*） 
                                 【主査：角南 貴司子	 副査：吉川 貴仁・本田 	 茂】 
 
 
 




